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【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

部名/課名/係名 市民環境部 環境推進課 環境対策係

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果

実 施 形 態
市単独事業
委託等
連携・協働 実 施 状 況

法令等の義務付け

総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

2 2 2 2
1 2 1 7

7
0 0 0 0
9 6 5 7

7

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① 浄化槽の維持管理指導件数 件

②

R1 R2 R3(見込み)

事 業 費 千円

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止
社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある

人 件 費 6,206 5,430 5,300 千円
総 計 6,206 5,430 5,300 千円

合併処理浄化槽設置促進事業

4111,5523 公共下水道未整備地区について、合併処理浄化槽の設置と単独処理浄化槽からの転換を促進し、浄化槽の維持管
理の指導に努めることにより地域の水質の向上が図られている。

ソフト事業
合併浄化槽の設置と単独浄化槽からの転換、浄化槽の適正な維持管理の実施について周知・啓発する。
単独浄化槽から合併浄化槽へ転換、本下水への接続を勧める。

補助・助成

合併処理浄化槽の設置と単独処理浄化槽からの転換、法定検査・清掃などの適正な維持管理の実施の周知・啓発
を行うとともに、浄化槽台帳の整備を進めるため、県と連携して情報共有を行った。

主な根拠法令等 指標名 単位

義務
義務と任意
任意

R1年度目標 R2年度目標 R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

職員人件費のみ

見直しの
余地

浄化槽管理者が良好な浄化槽の維持管理をするために、今後も継続して周知啓発を行っていく。

浄化槽法　埼玉県浄化槽設置
指導要綱

サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。

活
動

① 広報紙掲載回数 回

②

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった
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1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

【財源内訳】一般財源　　                 10,833千円
【執行内訳】 旅費                                  7千円
　　　　　　　　需用費                            360千円
　　　　　　　　役務費                              18千円
　　　　　　　　委託料                          9,900千円
　　　　　　　　使用料及び賃借料              502千円
　　　　　　　　負担金、補助及び交付金        46千円

見直しの
余地

今後も経年経過として環境調査の結果を把握するとともに、環境審議会の意見などを踏まえて精査を行う。

環境基本法　騒音規制法　振
動規制法　水質汚濁防止法
悪臭防止法　ダイオキシン類対
策特別措置法　埼玉県生活環
境保全条例　石綿障害予防規
則

サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。

環境情報収集及び公害監視事業

4112,4111 環境調査を行い数値を経年的に把握することにより、環境の悪化や公害の発生を未然に防止し、市民の日常生活を
取り巻く環境の保全が図られている。また、地域周辺の環境に配慮した事業所を支援・促進することにより、地域住環境
の向上と産業の振興が図られ、市民が暮らしやすい環境で生活している。

ソフト事業
大気・水質環境調査、道路の騒音・振動に係る調査及び水質汚濁防止法に関する事業所立入調査
公害関係法令等に係る届出の処理
騒音・悪臭等公害苦情が発生した場合の対応
職員による野外焼却等監視パトロールの実施

補助・助成

各環境調査委託（大気・水質・ダイオキシン類、道路交通騒音・振動）を実施した。
事業者等に対し、騒音・振動等の公害関係法令に該当する施設・作業などの各種届出を処理し、環境・規制基準等の遵守、悪臭・騒音等公害
苦情が発生した場合の誠意ある対処・解決を促した。
職員による野外焼却等の監視パトロールを実施した。

主な根拠法令等 指標名 単位

活
動

① 各種環境調査の種別数 種類

② 公害監視パトロール実施回数 回数

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）
総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある

人 件 費 8,533 7,757 5,300 千円

総 計 17,448 18,850 16,133 千円

R1 R2 R3(見込み)

事 業 費 8,915 11,093 10,833 千円

0.06以下 0.06以下 0.06以下 0.06以下
0.06以下 0.06以下 0.06以下 7

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① 河川水質調査結果(黒目川・BOD
基準値5mg/l) mg/ｌ

② 大気調査結果(市内平均・二酸化
窒素基準0.06pp ppm

12 12 12 7
1.0 1.0 1.0 1.0
1.3 0.9 1.0 7

4 4 4 4
4 4 4 7
12 12 12 12

義務
義務と任意
任意

R1年度目標 R2年度目標 R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

実 施 形 態
市単独事業
委託等
連携・協働 実 施 状 況

法令等の義務付け

総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

部名/課名/係名 市民環境部 環境推進課 環境対策係

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

【財源内訳】その他（狂犬病予防手数料）　　1,553千円
【執行内訳】 需用費　216千円
　　　　　　　　役務費　284千円
　　　　　　　　委託料　1,051千円
　　　　　　　　償還金・利子及び割引料　2千円

見直しの
余地

地球温暖化に起因する生態系への影響等による害虫・野生動物の増加が懸念されることから、健全な生活環境を保つために市民からの要
望などの把握に努める。

狂犬病予防法　動物の愛護及
び管理に関する法律　鳥獣の保
護及び管理並びに猟銃の適正
化に関する法律　特定外来生
物による生態系等に係る被害の
防止に関する法律

サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。

鳥獣・害虫管理事業

4113,4112 有害鳥獣や害虫等に対する相談や駆除を行うとともに、水害時の消毒を実施することにより、安心安全な市民生活の
実現へ寄与している。また、畜犬は登録されるとともに、狂犬病予防接種を行うなど、適切に管理されていることにより、
健全な生活環境が保たれている。

ソフト事業
狂犬病予防法に基づく畜犬登録事務の実施及び狂犬病の集合予防注射及び注射済票の交付
疾病鳥獣、野生鳥獣の対処法や有害鳥獣捕獲許可、有害駆除、スズメバチの巣の駆除
TNR,災害所の浸水家屋への消毒

補助・助成

狂犬病予防法に基づく畜犬登録事務の実施及び狂犬病の予防注射、注射済票の交付をした。野生鳥獣の対処法な
どの相談や飼い主のいない猫へのTNR活動推進やスズメバチの巣の駆除委託を実施した。

主な根拠法令等 指標名 単位

活
動

① 鳥獣・害虫に関する相談件数 件

② 集合狂犬病予防注射実施回数

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）
総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある

人 件 費 13,195 12,023 11,737 千円

総 計 15,947 13,969 13,290 千円

R1 R2 R3(見込み)

事 業 費 2,752 1,946 1,553 千円

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① 狂犬病予防注射接種率 ％

②

1 1 8 7
72 75 54 58

62.2 60.6 60.2 7

300 300 300 300
209 217 175 7
8 8 8 8

義務
義務と任意
任意

R1年度目標 R2年度目標 R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

実 施 形 態
市単独事業
委託等
連携・協働 実 施 状 況

法令等の義務付け

総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

部名/課名/係名 市民環境部 環境推進課 環境推進係

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
より多くの市民に利用していただけるよう、実施方法等の改善の必要性について検討を行う。

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

9,708 千円

人 件 費 1,551 1,551 1,514 千円

朝霞市リサイクルプラザ設置及び
管理条例　朝霞市リサイクル
ショップ運営要項

活
動

① 会員登録者数 人

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳
R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源   　　　　9,708千円

【執行内訳】 報酬       　　　　 7,566千円
              職員手当等　　　 　1,480千円
　　　　　　　旅費                 　 　 51千円
　　　　　　　需用費           　　　 580千円
　　　　　　　役務費              　　  13千円
　　　　　　　補償,補填及び賠償金　18千円

事 業 費 7,895 8,641

総 計 9,446 10,192 11,222 千円

138
成
果

① 商品販売割合 ％

② 商品1点当たりのコスト 円 138
157 241 237 7

90 90
82 77 77 7
90 90

138 138

7,600 9,100 9,900
8,690 8,903 9,100 7
7,530

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 　会員登録された市民の方から、家庭で不用となった衣類や雑貨品等をリサイクルショップに出品してもらい、必要として
いる方へ販売し、その売り上げを出品者にお返しした。
　活動指標について、概ね目標を達成した。

義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
家庭で不用となった物を市民から預かり、必要としている方が有効利用するため、販売の代行業務を行う。

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4121,4211 家庭で不用となった物を低価格で販売することにより、限りある資源の有効利用と、ごみの減量化が図られている。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

リサイクルショップ運営事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 リサイクルプラザ

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4121,4211 環境に負荷の少ない資源循環型社会構築を目指すことを目的として、各種講座・イベントを開催し、不用品情報交換

制度などの情報を発信している。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

リサイクルプラザ運営事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 リサイクルプラザ

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
市民で構成する「リサイクルプラザ企画運営協議会」と市との協働による各種講座の開催とともに、ごみの減量や不用品
情報交換制度などのリサイクルに関する情報の発信を行う。

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 　「リサイクルプラザ企画運営協議会」との協働事業として各種講座等の実施を委託するほか、職員（会計年度任用職員を含む）
により運営する。
　令和３年度はリサイクルプラザ企画運営協議会とともに、Zoomを利用したリモートによる講座を開催するなど、新たな取り組みを
行った。

義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

48 12 12
5 3 5 7
48

50
39 28 30 7

150 150
36 21 70 7
850 850

50 50

事 業 費 5,112 5,823

総 計 11,318 12,029 12,465 千円

50
成
果

① 環境大学・講座等参加者数 人

② 不用品交換制度成立割合 ％

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

6,407 千円

人 件 費 6,206 6,206 6,058 千円

朝霞市リサイクルプラザ設置及び
管理条例 活

動

① 環境大学・講座等開催回数 回

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳
R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源     6,407千円

【執行内訳】 報酬　　　　　4,924千円      委託料  　   120千円
　　　　　　　　職員手当等    992千円　　　備品購入費   12千円
　　　　　　　　報償費            43千円
                旅費　　　　　　   　0千円
　　　　　　　　需用費           290千円
　　　　　　　　役務費             26千円

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
事業の充実を図り、ごみの減量や環境に関する情報発信に努める。

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
建築後２０年を経過していることから、設備の点検確認を行い、不備等があった場合は適切な措置をとる。

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

9,449 千円

人 件 費 6,206 6,206 6,058 千円

建築基準法　電気事業法　消
防法　水道法 活

動

① 施設整備管理委託業務数 業務

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳
R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源　　9,449千円

【執行内訳】 需用費      2,491千円
                役務費　　　   231千円
                委託料      5,581千円
　　　　　　　　賃借料　　　1,146千円

事 業 費 9,798 9,749

総 計 16,004 15,955 15,507 千円

成
果

① 施設等の故障による休所日数 日

②

0 0
0 0 0 7
0 0

10 10 10
10 10 10 7
10

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務  　利用者が快適かつ安全に施設を利用できるよう、清掃、警備、設備保守点検、設備修繕等を行った。
　これらを予定通り実施することにより、概ね目標を達成した。義務と任意

任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
リサイクルプラザの維持管理業務を行う。（清掃、警備、設備保守点検等）

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4121,4211 施設を安全かつ快適に利用できるよう維持管理を行うことにより、利用者が安全かつ快適に施設を利用している。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

リサイクルプラザ管理事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 リサイクルプラザ

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
　家具類の引取り・販売ともに、より多くの方に利用していただけるよう、PRしていく必要がある。

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

4,943 千円

人 件 費 1,551 1,551 1,514 千円

朝霞市リサイクルプラザ設置及び
管理条例　朝霞市リサイクル家
具類販売取扱基準

活
動

① 家具収集・持込点数 点

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳
R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源　　4,943千円

【執行内訳】需用費          204千円
               役務費　　      　10千円
               委託料        4,100千円
               賃借料           629千円

事 業 費 4,750 5,044

総 計 6,301 6,595 6,457 千円

成
果

① 家具販売割合 ％

②

90 90
79 75 76 7
90 90

695 450 450
390 326 363 7
675

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 　市内の家庭から引き取った再利用可能な家具類を引き取り、清掃・補修などを施した後、毎月、公開抽選による展示
販売を行った。
　活動指標および成果指標を下回ることとなったが、不用とされた家具類を廃棄物としないことができた。

義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
市内の家庭で不用となって処分しようとしている家具を引き取り、シルバー工房で補修後、毎月抽選による展示販売業
務を行う。

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4121、4211 市内の家庭から引き取った家具をシルバー工房で補修し、毎月抽選により低価格で販売することにより、限りある資源の

有効利用とごみの減量化が図られている。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

リサイクル家具類販売事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 リサイクルプラザ

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

朝霞市創エネ・省エネ設備設置
費補助金交付要綱

再生可能エネルギー普及推進事業

4121,5341 再生可能エネルギーの効果が市民に広く認知され、再生可能エネルギーの普及に寄与している。

ソフト事業
住宅用太陽光発電システム、家庭用燃料電池（エネファーム）、定置用リチウムイオン蓄電池、雨水貯留槽を設置す
る費用の一部を補助

補助・助成

朝霞市創エネ・省エネ設備設置費補助金交付要綱により補助金を交付した。
太陽光発電 上限１０万円、エネファーム 定額５万円、蓄電池 定額１０万円、雨水貯留槽 上限２万円
市有施設の屋根貸しによる太陽光発電事業　３施設で事業継続

主な根拠法令等 指標名 単位

活
動

① 年間太陽光発電システム補助件数 件

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① 太陽光パネル設置補助延べ件数 件

②

958 988 1,013 1,113
956 976 986 7

30 30 25 25
26 20 10 7

義務
義務と任意
任意

R1年度目標 R2年度目標 R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

実 施 形 態
市単独事業
委託等
連携・協働 実 施 状 況

法令等の義務付け

総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

部名/課名/係名 市民環境部 環境推進課 環境対策係

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果

【財源内訳】一般財源　　　　　　　　　　　 4,562千円
【執行内訳】 負担金、補助及び交付金　4,562千円

見直しの
余地

朝霞市住宅用太陽光発電システム設置費補助金について、国、県、他市の動向を勘案し、平成26年度に補助単価、補助限度額、補助
件数を見直し、平成27年度は、さらに補助件数を見直した。平成30年度には、再生可能エネルギーとしての補助メニューを追加した朝霞市
創エネ・省エネ設備設置費補助金に改めた。今後も創エネ・省エネ設備等の補助について、近隣市の状況などを調査し、検討していく必要
がある。

サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）
総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある

人 件 費 6,981 6,206 5,300 千円

総 計 11,881 10,969 9,862 千円

R1 R2 R3(見込み)

事 業 費 4,900 4,763 4,562 千円

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

部名/課名/係名 市民環境部 環境推進課 環境対策係

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果

実 施 形 態
市単独事業
委託等
連携・協働 実 施 状 況

法令等の義務付け

総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

4 4 4 4
4 4 4 7

100 100 100 100
94.9 94.4 95.2 7
48 48 72 72
63 51 90 7

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① エコライフDAYチェックシート回収率 ％

② 充電器施設の利用件数 件

R1 R2 R3(見込み)

事 業 費 631 1,156 9,177 千円

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止
社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある

人 件 費 4,654 6,206 7,572 千円

総 計 5,285 7,362 16,749 千円

地球温暖化対策推進事業

4122,4121,5234,5342,
,5522

地球温暖化対策について、市民や事業者等に温室効果ガスの排出の抑制や省エネ・省資源等に関して周知・啓発な
どを行うことにより市民の意識が向上するとともに、市が自ら温暖化対策を率先して行動することによって、市民や事業者
等に市としての姿勢を示している。

ソフト事業
地球温暖化防止に係る周知啓発（広報・HP等の活用）
電気自動車充電器の維持・管理
職員向け研修
公共施設の事業活動に伴い発生する温室効果ガス排出量の集計
職員に対するエコライフDAYチェックシートの実施（年2回）

補助・助成

地球温暖化防止に係る周知啓発として、アイドリングストップ啓発用のぼり旗の設置や広報・ＨＰ等により省エネ対策の推進、エコライフＤＡＹ
チェックシートの配布及び回収を実施した。市役所の一般駐車場に設置していた電気自動車充電器の老朽化等により、公用車駐車場に新たな
電気自動車用急速充電器を設置した。公共施設の事業活動で発生する温室効果ガスの集計結果を国及び県へ報告し、広報・ＨＰ等で公表
した。職員向け研修は、コロナ感染防止のため中止としたが、引き続き温室効果ガス排出量削減の取り組みの推進を周知した。

主な根拠法令等 指標名 単位

義務
義務と任意
任意

R1年度目標 R2年度目標 R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

【財源内訳】　　一般財源     9,177千円
【執行内訳】　　需用費　　　　　 350千円
　　　　　　　　　役務費              1千円
　　　　　　　　　委託料           308千円
　　　　　　　　　工事請負費  8,518千円

見直しの
余地

市民や事業者等に地球温暖化対策の周知啓発を図るとともに、市職員の研修などを通じて市全体としての温室効果ガス排出量の削減意
識がより浸透していくように行っていく。
次世代自動車の普及促進を図るため、市に設置している電気自動車用急速充電器の周知を行っていく。

地球温暖化対策の推進に関す
る法律　エネルギーの合理化等
に関する法律　埼玉県生活環
境保全条例　電気自動車用急
速充電器利用要綱

サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。

活
動

① 地球温暖化対策の事業数 事業

②

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

【財源内訳】一般財源　　1,550千円
【執行内訳】 報酬　232千円
　　　　　　　　旅費　43千円
　　　　　　　　需用費　412千円
　　　　　　　　役務費　91千円
　　　　　　　　使用料及び賃借料　522千円
　　　　　　　　負担金、補助及び交付金　250千円

見直しの
余地

令和２年度から着手した第３次朝霞市環境基本計画について、環境審議会の意見を踏まえ、令和３年度で策定を完了した。令和４年
度からは、地球温暖化対策やSDGｓなど、市民の関心も高まるなか、「朝霞の環境」の発行をはじめ、ＳＮＳの活用など市民等にわかりや
すい情報発信と、市民との協働について引き続き推進していく。

環境基本法　朝霞市住み良い
環境づくり基本条例　墓地　埋
葬等に関する法律　朝霞市墓
地等の経営の許可に関する条
例　朝霞市食品衛生協会補助
金交付要綱

サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。

環境推進総務事務事業

4131,1232,4111 市民、事業者等との環境パートナーシップの体制が確立されることにより、朝霞市環境基本計画の進捗状況の点検等
が強化されるとともに、各種事業の実施段階において市民等の意見や活動が活かされるなど、環境施策に係る協働が
図られている。

ソフト事業
市民活動との協働及び活動支援
環境審議会の開催
環境施策実施年次報告書「朝霞の環境」、「朝霞市環境基本計画　実施計画」の発行
墓地経営許可

補助・助成

市民団代との協働及び活動を支援した。
第３次環境基本計画の策定に向けて、環境審議会を４回開催した。
環境施策実施年度報告書「朝霞の環境」、「朝霞市環境基本計画　実施計画」を発行した。

主な根拠法令等 指標名 単位

活
動

① 環境審議会の開催回数 回

②

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）
総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある

人 件 費 12,799 11,636 11,358 千円

総 計 14,753 13,717 12,908 千円

R1 R2 R3(見込み)

事 業 費 1,954 2,081 1,550 千円

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① 環境政策に係る報告書の発行種類 種類

②

2 2 2 2
2 2 2 7

2 3 4 2
2 3 4 7

義務
義務と任意
任意

R1年度目標 R2年度目標 R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

実 施 形 態
市単独事業
委託等
連携・協働 実 施 状 況

法令等の義務付け

総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

部名/課名/係名 市民環境部 環境推進課 環境推進係

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

【財源内訳】一般財源　7,336千円
【執行内訳】 報償費　202千円
                 需用費　460千円
　　　　　　　　 役務費　321千円
　　　　　　　　 委託料　6,260千円
　　　　　　　　 備品購入費　93千円

見直しの
余地

コロナウイルス感染拡大防止のため、秋のきれいなまちづくり運動や路上喫煙・ポイ捨て防止キャンペーンが中止となったが、引き続き不法投
棄監視パトロールをはじめ、美化推進員による美化活動、路面標示や横断幕の設置、啓発看板の配布などによりマナーの向上に向けて啓
発を推進していく。

住み良い環境づくり条例　ポイ捨
ての防止に関する条例　あき地
の環境保全に関する条例

サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。

環境美化事業

4132,4113,4131 市民による清掃等の環境美化活動が実施されるとともに、環境美化に貢献した市民を表彰すること等により、環境美化
意識の醸成が図られ、ごみのない生活環境や景観が保たれている。

ソフト事業
春と秋のきれいなまちづくり運動（市内一斉清掃活動）の実施
環境美化推進員の委嘱
不法投棄対策
環境美化ポスター募集
環境美化活動功労者への感謝状贈呈

補助・助成

春のきれいなまちづくり運動（秋のきれいなまちづくり運動は、新型コロナウイルス蔓延防止のため中止）のほか、
環境美化推進員による美化活動、不法投棄対策、環境美化活動功労者及び美化ポスター入選者への感謝状贈呈
式（美化表彰）を実施した。

主な根拠法令等 指標名 単位

活
動

① きれいなまちづくり運動の回数 回

② 不法投棄物処理件数 件

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）
総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある

人 件 費 13,187 12,023 11,737 千円

総 計 21,503 18,006 19,073 千円

R1 R2 R3(見込み)

事 業 費 8,316 5,983 7,336 千円

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① きれいなまちづくり運動のゴミ回収量 t

②

539 487 320 7
60 60 60 60

51.98 22.47 23.99 7

2 2 2 2
2 1 1 7

400 400 400 400

義務
義務と任意
任意

R1年度目標 R2年度目標 R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

実 施 形 態
市単独事業
委託等
連携・協働 実 施 状 況

法令等の義務付け

総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

部名/課名/係名 市民環境部 環境推進課 環境推進係

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律　朝霞市廃棄物の減量
及び適正処理等に関する条例
朝霞市廃棄物の減量及び適正
処理に関する条例施行規則

活
動

① 啓発事業の実施回数 回／
年

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

6,804
成
果

① 家庭ごみ総排出量 トン

② 事業ごみ総排出量 トン 6,804
7,263 6,815 7,158 7

27,172 26,462
31,177 32,311 31,698 7
29,723 29,547

5,829 5,760

6 6 6
6 5 6 7
6

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 「資源とごみの分け方・出し方パンフレット」、外国語版の「資源とごみの分け方・出し方」を転入者に配布した。市内ごみ
集積所へ「ごみ集積所分別看板」「外国語版ごみ集積所分別看板」を配布した。小学４年生から６年生に向けた「３
R推進啓発事業」を開催した。

義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
啓発冊子、啓発品、ごみ分別パンフレット、ごみ減量チラシ等の作成、配布
3R推進活動普及に向けた啓発事業の実施

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4211 市民のごみ減量やリサイクルに対する意識を高め、循環型社会の構築が推進されている。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

ごみ減量・リサイクル推進啓発事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 資源リサイクル係

受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
事業所に対し、ごみの適正排出・再資源化の指導を強化し、減量化を進める。家庭ごみでは、外国人居住者、単身世帯等へのごみ減量・
適正な分別の意識向上を図る。

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

1,306 千円

人 件 費 3,103 6,981 6,815 千円

R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源　　1,306千円
【執行内訳】 需用費　1,305、役務費　１千円

事 業 費 1,702 1,736

総 計 4,805 8,717 8,121 千円

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4211 一般廃棄物の減量等に関する事項を廃棄物減量等推進審議会で審議することで清掃行政の向上が図られている。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

廃棄物減量等推進審議会運営事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 資源リサイクル係

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
一般廃棄物の減量・処理に関する事項の審議並びに現状検証等に基づく事務改善の提案

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 年３回審議会を開催し、前年度（令和２年度）の施策評価や令和４年度の一般廃棄物処理実施計画（案）、
朝霞市・和光市のごみ処理広域化についての事項を審議した。義務と任意

任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

3 3 3
3 2 3 7
3

4 4
4 3 3 7
4 4

事 業 費 260 176

総 計 4,784 4,830 3,288 千円

成
果

① 一般廃棄物の減量に関する審議件
数 件

②

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

259 千円

人 件 費 4,524 4,654 3,029 千円

朝霞市廃棄物減量等推進審
議会条例 活

動

① 廃棄物減量等推進審議会開催回
数

回／
年

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳
R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源259千円

【執行内訳】 報酬費216千円、
　旅費　43千円

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
引き続き、一般廃棄物処理基本計画に位置付けた施策の進捗状況等の点検・評価を行う。
令和４年度、５年度に第６次朝霞市一般廃棄物処理基本計画の検討を行う。

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4212 資源物の回収を行った登録団体に、地域リサイクル活動推進補助金を交付することで、ごみの減量化及び資源再利用

の推進が図られている。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

ごみ減量・リサイクル推進補助事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 資源リサイクル係

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
資源物を回収する登録団体に補助金交付
ごみの減量化及び資源再利用の推進のため、登録団体・資源回収量増加の啓発事業
地域リサイクル活動事業取り扱い業者登録実 施 形 態

市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 資源物の回収量に応じて、登録団体の申請に基づき補助金を交付した。
（令和４年１月末収集量：954,041kg）
（令和４年１月末金額：7,632,328円）

義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

5 5 5
5 1 2 7
5

37.3 37.4
27.0 24.1 24 7
37.3 37.4

成
果

① 集団回収比率 ％

②

地域リサイクル活動推進補助金
交付要綱 活

動

① 地域リサイクル活動推進補助金登
録団体増加啓発事業実施回数

回／
年

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

事 業 費 11,653 10,413

総 計 16,307 13,516 14,500 千円

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

9,200 千円

人 件 費 4,654 3,103 5,300 千円

R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源　　9,200千円
【執行内訳】 補助金　9,200千円

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
補助単価については、近隣市との均衡を図るため、８円／ｋｇを６円／ｋｇへ減額するが、循環型社会構築には欠かせない制度であるた
め、今後も登録団体を増やし、回収量の増加を目指す。

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律　朝霞市破棄物の減量
及び適正処理等に関する条例
朝霞市ごみ集積所用分別容器
交付要綱　朝霞市ごみ集積場
ペットボトル分別ネット交付要綱
朝霞市ごみ集積所用クリーン
ネット交付要綱

活
動

① ごみ分別啓発回数（広報あさか掲
載） 回

② ごみ集積所分別パトロール回数 回／
年

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① ごみ分別指導件数 件

②

0 0
24,557 25,352 22,034 7

0 0

随時 随時 随時
27 31 31 7

2 2 2
2 3 5 7
2

随時

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 ごみ分別容器配布（内訳：バケット、折り畳みコンテナ、ペットボトルネット）、クリーンネット（カラス被害防止用ネッ
ト）を配布した。収集時のごみ分別警告シール貼付、公用車の維持管理を実施した。義務と任意

任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
ごみ集積所の環境保持のため、集積所のカラス防止用ネットやごみ分別容器の貸出しを行う。
ごみ分別の啓発活動を行い、適正なごみ処理・搬出をする。

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4212,4221 ごみ集積所における適正なごみ搬出を促すことにより、市民の快適な生活環境が形成されている。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

塵芥処理事務事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 資源リサイクル係

受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
ごみ集積所の適正な利用や分別について、特に外国人・単身世帯などに対して積極的に情報発信をする必要がある。
ごみの減量化・資源化やごみ処理状況の情報発信を行い、市民、事業者へごみの最終処分による環境への負荷を啓発し、ごみの適正な
分別を推進する。

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

7,410 千円

人 件 費 3,879 4,654 6,815 千円

R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源　7,410千円
【執行内訳】 需用費6,338千円、役務費497千円、
　　　　　　　　使用料及び賃借料575千円事 業 費 11,048 5,832

総 計 14,927 10,486 14,225 千円

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

建築基準法・電気事業法・消
防法・水道法 活

動

① 受入件数 件

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① 施設整備に係る事故等発生件数 件

②

0 0
0 0 0 7
0 0

41,000 41,000 41,000
43,877 44,692 44,000 7
41,000

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 クリーンセンター場内の４施設について、設備が良好な状態に維持され、運転管理が適切に行われた。
新型コロナウイルス感染拡大の影響により受入件数が増加したが、土曜日の予約制実施や来場者の適切な誘導などに
努め、感染防止策と場内の安全確保を両立することができた。

義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ハード事業
クリーンセンターの施設及び設備の維持管理を行う。
一般廃棄物処理手数料を徴収する。

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4221 クリーンセンター内の施設及び設備が適切に維持管理されている。また、クリーンセンターへの廃棄物の搬入が円滑に行

われ、処理手数料が適切に徴収されている。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

クリーンセンター維持管理事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 施設管理係

受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
混雑時の交通誘導員配置や場内道路の舗装・表示などの改善を図り、来場者の安全確保や混雑緩和に取り組む。また、混雑緩和のため
の効果的な方策について検討していく。

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

103,774 千円

人 件 費 5,430 4,654 6,058 千円

R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源　　103,774千円
【執行内訳】需用費    　 　85,046千円
役務費 　　　　　　　　  　　     761千円
委託料　　　  　   　　　 　 14,156千円
使用料及び賃借料 　 　　　3,237千円
工事請負費　　　　　        　 554千円
備品購入費 　 　　　　　　　    20千円

事 業 費 101,318 98,562

総 計 106,748 103,216 109,832 千円

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4221 ごみ焼却処理施設を安全かつ確実に稼動し、安定的な焼却処理を継続していくため施設の適切な維持管理及び運転

管理を行うとともに、計画的な修繕により施設の延命化が図られている。
ごみの適正な分別収集により、生活環境の保全及び公衆衛生の向上が図られている。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

可燃ごみ処理事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 施設管理係

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ハード事業
120ｔ炉ごみ焼却処理施設の維持管理及び運転管理委託業者の指導管理。
120ｔ炉ごみ焼却処理施設の定期補修工事を施工する。
可燃ごみをごみ集積所から収集運搬し、クリーンセンターで焼却処理後、最終処分を行う。実 施 形 態

市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 120ｔ炉焼却処理施設の維持管理及び運転管理委託業者の指導管理を実施した。
朝霞和光資源循環組合における検討を踏まえて、令和10年度の新施設稼働開始までの安定稼働を確保するため、ごみ焼却処
理施設の整備工事を実施した。
可燃ごみを収集運搬し、焼却処理後、焼却灰の最終処分を行った。

義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

1 1 1
1 1 1 7

2 2 2
2 2 2 7
2

1

100
100 100 100 7

72 72
72 72 71 7
72 72

100 100 100
成
果

① 焼却灰資源化率（ｾﾒﾝﾄ・人工砂
資源化/焼却灰） ％

② 施設の円滑な稼働 ％

朝霞市廃棄物の減量等及び適
正処理等に関する条例廃棄物
の処理及び清掃に関する法律

活
動

① 可燃ごみ収集回数 回／
週

② 定期補修工事 回／
年

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

事 業 費 713,555 712,739

総 計 722,088 721,272 729,429 千円

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

721,857 千円

人 件 費 8,533 8,533 7,572 千円

R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】
一般財源　　　　　　　　　 420,542千円
地方債　　　　　　　　　　　142,500千円
その他　　　　　　　　　　　 158,815千円
【執行内訳】
需用費　　　　　　　　　　　  83,546千円
委託料　　　　　　　　　　　448,311千円
工事請負費　　　　　　　　190,000千円

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
和光市とのごみ処理広域化に向けて、新施設稼働開始までの間、安定的に施設を運営管理するための工事修繕を行う。
可燃ごみの収集運搬と焼却灰の再資源化を円滑に行う。

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4221 施設の適切な維持管理及び運転管理を行うとともに計画的な修繕により施設の延命化が図られている。また、資源ご

みの適正な分別収集により、生活環境の保全及び公衆衛生の向上が図られている。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

資源ごみ処理事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 施設管理係

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ハード事業
あき缶資源化施設の維持管理及び運転管理委託業者の指導管理
プラスチック類処理施設の維持管理及び運転管理委託業者の指導管理
定期点検の実施及び機器の状態の把握
ごみ集積所からクリーンセンターへ資源ごみの収集運搬を行う。
容器包装プラスチック、軟質プラスチックの再資源化処理を行う。

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 資源ごみの収集運搬
あき缶資源化処理施設、プラスチック類処理施設の維持管理及び運転管理委託業務の指導管理
両施設の定期点検の実施及び機器の状態の把握、修繕工事の実施

義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

2 2 2
2 2 2 7

8514.58 8562.57 8681.32
8,838 8,781 9,285 7

8542.51

2

100
100 100 100 7

95 95
97 94 95 7
95 95

100 100

事 業 費 370,589 399,032

総 計 377,182 405,625 416,022 千円

100
成
果

① プラスチック製容器包装ベール容器
比率 ％

② 資源ごみ処理施設の円滑な稼働 ％

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

409,964 千円

人 件 費 6,593 6,593 6,058 千円

朝霞市廃棄物の減量及び適正
処理等に関する条例　廃棄物
の処理及び清掃に関する法律

活
動

① 資源化量 トン

② 定期点検 回／
年

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳
R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】

一般財源　　　　　 340,926千円
資源ごみ売払代金　49,731千円
有償入札配分金　　19,307千円
【執行内訳】
需用費　 　　　 　     5,607千円
委託料　　 　 　   393,712千円
工事請負費　　　   10,645千円

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
和光市とのごみ処理広域化において、資源ごみは当面広域処理の対象外となっており、計画的な改修工事等により令和１０年度以降も
安定して施設が稼働できるようにする必要がある。
資源ごみの収集運搬、再資源化を円滑に行う。

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4221 廃棄物処理に必要な人材の育成、最終処分場等の現地確認、清掃行政に関する情報の収集などにより、適切なごみ

処理が確保されている。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

清掃総務事務事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 資源リサイクル係

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
廃棄物処理施設技術者等の養成、最終処分場等の現地確認、全国都市清掃会議等を通した要望活動及び情報
収集、ばい煙発生施設（クリーンセンター）に基づく公害健康被害補償賦課負担金の支出

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 廃棄物処理施設技術管理者講習受講（ごみ処理施設コース）
埼玉県清掃行政研究協議会、公益社団法人全国都市清掃会議に加盟し、廃棄物行政についての情報収集
最終処分場等の事前協議及び現地確認

義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

27 27 27
27 4 3 7

14 15 15
14 15 15 7
14

27

3 3
4 3 3 7
3 3

成
果

① 廃棄物処理施設技術管理者数 人

②

廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律 活

動

① 最終処分場等の現地視察施設数 施設

② 技術・知識の向上のための研修会
等への参加回数 回

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

事 業 費 2,059 3,069

総 計 5,162 7,723 39,957 千円

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

33,521 千円

人 件 費 3,103 4,654 6,436 千円

R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源　　33,521千円
【執行内訳】 旅費237千円、需用費408千円、
　　　　　　　　負担金及び補助金1,709千円
　　　　　　　　償還金　31,167千円

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
施設担当職員が、維持管理業務に必要な知見を習得できるよう、研修等へ積極的に参加していく。また、最終処分場等の現地確認を、
引き続き実施していく。

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4221 施設の適切な維持管理及び運転管理を行うと共に計画的な修繕により施設の延命化が図られている。また、ごみの適

正な分別収集により、生活環境の保全及び公衆衛生の向上が図られている。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

粗大ごみ処理事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 施設管理係

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ハード事業
粗大ごみ処理施設の維持管理及び運転管理委託業者の指導管理
修繕の対応、定期点検の実施及び設備機器の状態の把握
耐用年数を経過した機械・電気設備について、必要な補修工事を実施し保全する。
粗大ごみの収集運搬の電話受付、指定の場所からクリーンセンターへ収集運搬を行う。

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 粗大ごみの収集運搬
粗大ごみ処理施設の維持管理及び運転管理委託業者の指導管理
施設の定期点検の実施及び機器の状態把握、修繕工事の実施

義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

40 40 40
40 40 40 7

1,303 1,400 1,400
1,427 1,660 1,612 7
1,289

40

204
234 307 307 7

600 600
617 716 630 7
615 630

218 207 207
成
果

① 有価処分資源化量 トン

② 粗大ごみ収集運搬量 トン

廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律　朝霞市廃棄物の処理
及び適正処理等に関する法律

活
動

① 粗大ごみ処理量 トン

② １日当たりの収集世帯数 世帯
／日

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

事 業 費 105,130 105,222

総 計 111,723 111,815 108,887 千円

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

102,829 千円

人 件 費 6,593 6,593 6,058 千円

R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】
一般財源　　               64,756千円
地方債　　　                28,600千円
一般廃棄物処理手数料　　9,473千円
【執行内訳】需用費　4,862千円
役務費　　　　　 994千円
委託料  　  58,773千円
工事費　  　38,200千円

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
和光市とのごみ処理広域化に向けて、新施設稼働開始までの間、安定的に施設を運営管理するための工事修繕を行う。
粗大ごみの収集運搬を円滑に行う。

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4221 し尿処理事業が円滑に行われることで、市民の快適な生活環境が形成されている。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

朝霞地区一部事務組合負担事業（し尿処理）
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 資源リサイクル係

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
朝霞地区一部事務組合で実施する、し尿処理に関する費用を朝霞地区4市で負担する。

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 し尿処理場の管理運営に関する経費負担
義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

11,133 11,060 10,841
10,761 10,121 11,273 7
11,273

25,644 25,644
35,463 33,213 25,644 7
35,463 25,961

成
果

① 朝霞地区一部事務組合し尿処理
負担金 千円

②

廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律朝霞市廃棄物の減量及
び適正処理に関する条例

活
動

① 朝霞地区一部事務組合処理量 kl

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

事 業 費 35,463 33,213

総 計 36,627 34,764 27,158 千円

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

25,644 千円

人 件 費 1,164 1,551 1,514 千円

R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源　　25,644千円
【執行内訳】 負担金　25,644千円

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
引き続き適切なし尿処理が行われるよう、応分の経費を負担する。
組合会議等へ参加することにより、適正な経営が実施されていることを確認する。

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4221 ごみの適正な分別収集により、生活環境保全及び公衆衛生の向上が図られている。収集運搬を委託することで、人件

費、車両機材に係る経費の抑制を図る。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

不燃ごみ処理事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 資源リサイクル係

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
不燃ごみの分別収集を市内の集積所より行う。また、収集された不燃ごみをクリーンセンターで中間処理し委託業者へ
搬出する。小型家電を市役所、リサイクルプラザ、朝霞台出張所の小型家電リサイクルボックスとピックアップ方式で回収
する。
有害ごみ等クリーンセンターで処理できないごみについては、適正な分別収集・適正な処理をする。

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 不燃ごみ週１回の収集運搬、小型家電の回収、不燃物及び不適燃焼物の処理委託
義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

1 1 1
1 1 1 7
1

889.13 866.03
1,132 1,270 1,240 7
942 897

成
果

① 不燃ごみ委託収集量 トン

②

廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律　朝霞市廃棄物の減量
及び適正処理等に関する条例

活
動

① 不燃ごみ収集回数 回／
週

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

事 業 費 133,923 134,523

総 計 136,250 137,626 141,413 千円

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

138,384 千円

人 件 費 2,327 3,103 3,029 千円

R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源　　138,384千円
【執行内訳】 委託費　138,384千円

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
排出時の分別を適正に行うことで、不燃ごみの再資源化、減量化を図れるよう啓発に努めるとともに、処理プロセスや処分の委託先の再検
討などにより、再資源化を促進し、不燃ごみの最終処分量を減らしていく。

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4222 令和10年度を目途に和光市内に新ごみ焼却処理施設を建設し供用開始することにより、朝霞市民、和光市民向けの

安定的なごみ処理を行うことができる。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

朝霞和光資源循環組合負担事業
部名/課名/係名 市民環境部 資源リサイクル課 資源リサイクル係

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
事業主体である朝霞和光資源循環組合対し、新ごみ焼却処理施設建設に必要な費用を負担する。
和光市とのごみ処理広域化に向け、ごみ処理方法の統一化を検討する。

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 朝霞和光資源循環組合負担金を支出した。
義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

- 3 3
- - 4 7
-

137,985 137,985
3,300 46,581 137,985 7
3,300 46,581

成
果

① 朝霞和光資源循環組合
負担金支出額 千円

②

朝霞市・和光市ごみ広域処理
に関する基本合意書朝霞和光
資源循環組合規約

活
動

① 組合構成市連絡会議の出席回数 回

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

事 業 費 3,300 46,581

総 計 5,627 52,011 141,771 千円

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

137,985 千円

人 件 費 2,327 5,430 3,786 千円

R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源　　137,985千円
【執行内訳】 負担金　137,985千円

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
引き続き、新ごみ焼却処理施設建設に必要な費用を負担する。
ごみ分別基準の和光市との統一を検討する。
構成市連絡会議への出席を通して、進捗状況の確認を行う。

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

【財源内訳】一般財源　　22,057千円
【執行内訳】 報酬　2,846千円　職員手当等　568千円　旅費　92千円
需用費　40千円　役務費　8千円　使用料及び賃借料　1,035千円
負担金、補助及び交付金　17,468千円

見直しの
余地

・自治会・町内会の加入率の低下が続き、また、役員の高齢化や担い手不足も進行している状況にある中で、防災・防犯、子どもや高齢者
の見守りなど、自治会・町内会に期待される役割が増えていることから、自治会連合会と連携しながら加入啓発等に取り組む。

朝霞市自治会等運営費補助
金交付要綱　朝霞市自治会等
集会所建設事業補助金交付に
関する要綱

サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。

自治振興事業

4311,4312,4321 地域コミュニティの要である自治会、町内会を中心として地域住民のコミュニティ活動が活発に行われている。

ソフト事業
自治会・町内会に対し、運営費を補助する。
自治会・町内会に対し、集会所建設費または修繕費を補助する。
自治会連合会事務局の運営を行う。

補助・助成

・自治会等運営費補助金の交付：70団体及び自治会連合会に12,516千円を交付
・自治会等集会所建設事業補助金の交付：6団体に3,868千円を交付【修繕】
・自治会連合会事務局の運営

主な根拠法令等 指標名 単位

活
動

① 自治会運営費補助金交付団体数 団体

②

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）
総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある

人 件 費 11,248 13,575 11,358 千円

総 計 30,744 33,240 33,415 千円

R1 R2 R3(見込み)

事 業 費 19,496 19,665 22,057 千円

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① 自治会加入率 ％

②

47.8 48.0 41.4 41.4
41.4 40.3 39.5 7

72 72 72 74
71 72 71 7

義務
義務と任意
任意

R1年度目標 R2年度目標 R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

実 施 形 態
市単独事業
委託等
連携・協働 実 施 状 況

法令等の義務付け

総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

部名/課名/係名 市民環境部 地域づくり支援課 地域づくり支援係

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

部名/課名/係名 市民環境部 地域づくり支援課 地域づくり支援係

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果

コミュニティ推進事業

実 施 形 態
市単独事業
委託等
連携・協働 実 施 状 況

法令等の義務付け

総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

4312,3431,3432 市民が地域コミュニティ活動を行える基盤を整え、地域住民のコミュニティ活動が活発に行われている。

ソフト事業
コミュニティ協議会に会の運営費及び市民まつり運営費を補助する。
よさこい鳴子踊りに参加する小・中学校に事業費を補助する。
コミュニティ協議会事務局を運営する。
市民まつり実行委員会事務局を運営する。

補助・助成

405 405 405 405
405 405 405 7

22,900 22,900 22,900 22,900
22,900 18,500 4,810 7

31 31 31 31
30 30 30 7
70 70 70 72
71 0 0 7

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① コミュニティ協議会加盟団体数 団体

② 朝霞市民まつり「彩夏祭」来場者数 万人

見直しの
余地

R1 R2 R3(見込み)

事 業 費 24,573 19,106 5,314 千円

継続 縮小 休止・廃止
社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある

人 件 費 27,150 23,271 20,823 千円

総 計 51,723 42,377 26,137 千円

【財源内訳】一般財源　　5,314千円
【執行内訳】 補助金　5,314千円

・コミュニティ協議会に補助金を交付：運営費補助金405千円、市民まつり補助金4,810千円
・彩夏祭のよさこい鳴子踊りに参加する小・中学校に補助金を交付：市内小・中学校1校99千円
・コミュニティ協議会及び市民まつり実行委員会の事務局運営。

主な根拠法令等 指標名 単位

義務
義務と任意
任意

R1年度目標 R2年度目標 R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

・鳴子踊り参加促進支援事業補助金について、新型コロナなどの影響を考慮しながら、可能な範囲で小中学校が参加できるよう教育委員
会や学校と連携していく。
・新型コロナ対策を講じ、市民まつりが安全に開催できるよう、感染状況や国・県の動向を注視しながら実行委員会や関係機関との連携・
協力を図る。

朝霞市コミュニティ協議会補助
金交付要綱　朝霞市鳴子踊り
参加促進支援事業補助金交
付要綱

サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。

活
動

① コミュニティ協議会補助金交付金額 千円

② 市民まつり補助金交付金額 千円

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）
総合判定 拡充

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4321 多くの市民が、コミュニティ活動の場として、コミュニティセンターを計画的に利用して、サービスを享受する。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

コミュニティセンター運営事業
部名/課名/係名 市民環境部 コミュニティセンター -

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
施設を貸出すことにより、市民にコミュニティ活動の場を提供する。
コミュニティセンター運営審議会に関する事務を行う。

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 ・中央公民館職員（会計年度任用職員含む）による事務運営
・３階ホールは専門業者による委託して事業運営
・コミュニティセンター運営審議会において市民公募枠の委員を含む各委員から意見を伺った

義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

307 307 307
308 255 307 7
308

98,000 98,000
101,137 26,016 38,000 7
98,000 98,000

事 業 費 4,278 2,287

総 計 7,846 5,855 8,053 千円

成
果

① 利用人数 人

②

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

5,024 千円
人 件 費 3,568 3,568 3,029 千円

朝霞市コミュニティセンター設置
及び管理条例
同条例施行規則

活
動

① 開館日数 日

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳
R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源5,024千円

【執行内訳】報酬72千円、旅費22千円、需用費50千円、役務費25千円、委
託料4,854千円、償還金、利子及び割引料1千円

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
地域活動の場として、引き続き、市民が利用しやすい環境を整備し、施設利用の促進を図る。

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
老朽化も進んでいることから、適切な施設管理と施設等の保全を進め、誰もが快適に利用できる施設管理に努める。適切な施設等の保全
を実施していくため、情報の収集と関連部署との連携に努める。

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

2,181 千円
人 件 費 3,879 3,879 4,543 千円

朝霞市コミュニティセンター設置
及び管理条例 活

動

① 施設点検回数 回

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳
R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源2,181千円

【執行内訳】需用費924千円、委託料1,166千円、備品購入費91千円
事 業 費 1,994 2,665

総 計 5,873 6,544 6,724 千円

成
果

① 開館日数 日

②

307 307
308 255 307 7
308 307

12 12 12
12 12 12 7
12

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 維持管理に係る清掃など３の業務を委託し実施した。施設や設備の修繕２件を実施した。職員により見回りや水質検
査などの日常管理、並びに軽微な修繕や部品交換などを実施した。義務と任意

任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
施設の維持管理を実施する。（設備保守点検、修繕等）
※建物関係は中央公民館管理事業

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4321 コミュニティセンターは、適切に維持管理され、市民は安全に、安心して、快適に使用している。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

コミュニティセンター管理事業
部名/課名/係名 市民環境部 コミュニティセンター -

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

【財源内訳】一般財源　123,997千円　その他　15,851千円
【執行内訳】需用費　17千円　役務費　98千円　委託料　134,968千円
使用料及び賃借料　4,765千円

見直しの
余地

公共施設等マネジメント実施計画において予定されている施設の長寿命化や大規模改修の時期を見据え、修繕等の維持管理が適切に
行われるよう指定管理者と連携して取り組んでいく。

朝霞市集会施設設置及び管理
条例　朝霞市集会施設設置及
び管理条例　施行規則朝霞市
集会施設貸出基準

サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。

市民センター管理運営事業

4321 市民が会議・集会等の目的で利用することにより、よりよい地域社会が形成されている。

ソフト事業
指定管理者を指定して、市民センターの維持管理と運営業務を行う。（全8館）
施設の老朽化に伴う大規模改修を行う。

補助・助成

・指定期間／平成29年4月1日～令和4年3月31日（5年目）
・指定管理者／公益社団法人朝霞地区シルバー人材センター

主な根拠法令等 指標名 単位

活
動

① 開館日数（8館合計） 日

②

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）
総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある

人 件 費 6,206 3,879 2,650 千円
総 計 143,098 143,942 142,498 千円

R1 R2 R3(見込み)

事 業 費 136,892 140,063 139,848 千円

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① 利用率 ％

②

60.30 60.64 60.75 61.20
59.60 54.60 61.20 7

2,464 2,460 2,460 2,460
2,464 2,044 2,460 7

義務
義務と任意
任意

R1年度目標 R2年度目標 R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

実 施 形 態
市単独事業
委託等
連携・協働 実 施 状 況

法令等の義務付け

総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

部名/課名/係名 市民環境部 地域づくり支援課 地域づくり支援係

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

令和3年度中に完成する見込みであるため、事業終了の予定。

朝霞市集会施設設置及び管理
条例　朝霞市集会施設設置及
び管理条例　施行規則朝霞市
集会施設貸出基準

サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。

活
動

① 検査の実施 回

②

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

溝沼市民センター２階空調設備改修工事

主な根拠法令等 指標名 単位

義務
義務と任意
任意

R1年度目標 R2年度目標 R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止
社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある

人 件 費 1,893 千円
総 計 0 0 17,277 千円

【財源内訳】一般財源　15,384千円
【執行内訳】工事請負費　15,384千円

見直しの
余地

R1 R2 R3(見込み)

事 業 費 15,384 千円

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① 進捗率 ％

②

- - 100 100
- - 100 3

- - 2 2
- - 2 3

実 施 形 態
市単独事業
委託等
連携・協働 実 施 状 況

法令等の義務付け

総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果

事 業 類 型 事 業 内 容 新規 】

4321 市民が市民センターを安全、快適に利用できるよう施設、設備が適切に改修されている。

ハード事業
市民センターの施設、設備等の改修を行う。

補助・助成

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

部名/課名/係名 市民環境部 地域づくり支援課 地域づくり支援係

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果

市民センター施設改修事業

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

【財源内訳】一般財源　　63,565千円　その他　27,813千円
【執行内訳】役務費　126千円　委託料　87,119千円
使用料及び賃借料　4,119千円　償還金、利子及び割引料　14千円

見直しの
余地

公共施設等マネジメント実施計画において予定されている施設の長寿命化や大規模改修の時期を見据え、修繕等の維持管理が適切に
行われるよう指定管理者と連携して取り組んでいく。

朝霞市民会館設置及び管理条
例　朝霞市民会館設置及び管
理条例施行規則

サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある
受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。

市民会館管理運営事業

4321 市民が市民会館を利用することにより、福祉の増進と文化的向上が図られている。

ソフト事業
指定管理者を指定して、市民会館の維持管理と運営業務を行う。
施設の老朽化に伴う大規模改修を行う。

補助・助成

・指定期間／平成29年4月1日～令和4年3月31日（5年目）
・指定管理者／公益財団法人　朝霞市文化・スポーツ振興公社

主な根拠法令等 指標名 単位

活
動

① 開館日数 日

②

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）
総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある

人 件 費 5,430 3,879 2,272 千円
総 計 96,880 97,378 93,650 千円

R1 R2 R3(見込み)

事 業 費 91,450 93,499 91,378 千円

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① 利用率 ％

②

46.0 46.0 46.0 46.0
40.4 32.9 38.8 7

351 350 350 350
351 292 350 7

義務
義務と任意
任意

R1年度目標 R2年度目標 R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

実 施 形 態
市単独事業
委託等
連携・協働 実 施 状 況

法令等の義務付け

総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

部名/課名/係名 市民環境部 地域づくり支援課 地域づくり支援係

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

朝霞市市民活動支援ステーショ
ン管理要綱　朝霞市シニア活動
センタ―設置要綱　朝霞市市
民活動団体支援補助金交付
要綱

活
動

① 市民活動に関する情報発信（広
報、HP等での周知・啓発） 回

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

78
成
果

① 主たる事業所が市内にあるＮＰＯ
法人数 法人

② 市民活動ガイドブック掲載団体数 団体 86
74 74 74 7

52 60
47 47 48 7
48 50

- -

- 12 12
12 12 12 7
-

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 市民活動に関する情報発信として、メールマガジンやHPでの周知を行ったほか、新たに市民活動の特集記事を広報に
掲載するなどして、活動指標の達成ができた。成果指標であるＮＰＯなどの団体数については、目標に至らなかったが、
地域活動の参加促進に繋がるセミナーや、新たな相談会の開催などにより、概ね実施できた。

義務と任意
任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
市民活動の啓発や参加促進を目的とした事業を実施するとともに、団体への支援として、ＮＰＯ法人の設立や事業実
施の経費を一部助成する。また、ボランティアやイベント等の市民活動に関する情報の掲示・提供、市民活動団体の活
動内容を収集したガイドブックの作成等を行う。実 施 形 態

市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4413,4411,4412,4421,
6411,6412,6413

市民活動に関する情報の収集や発信、活動の相談や団体同士の交流促進等の場として施設を活用するとともに、市
民活動の発展や参加促進を目的とした事業を実施する。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

市民活動支援ステーション運営事業
部名/課名/係名 市民環境部 地域づくり支援課 市民活動支援係

受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
地域の課題解決に取り組む市民活動団体の役割は幅広く、今後も、様々な分野の活動が広がっていくものと見込まれ、市民活動団体への
補助金交付や運営支援など、市が関与していく必要性は高い。地域で継続した活動を担っていただけるよう、支援する側のスキル向上に努
め、関係機関と連携を図りながら、ニーズを捉えた団体支援を行っていく。

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

3,470 千円

人 件 費 11,636 11,636 11,358 千円

R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源　3,470千円
【執行内訳】報酬 2,380千円、職員手当等 466千円
　　　　　　　 旅費 30千円、需用費 141千円
　　　　　　　 職員研修負担金 39千円、補助金 414千円

事 業 費 2,759 3,165

総 計 14,395 14,801 14,828 千円

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった



　／ ／

1 2

【

【説明】（実施内容及び進捗状況）

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

( ) ( ) ( ) R 年度

朝霞市市民活動支援ステーショ
ン管理要綱　朝霞市シニア活動
センター設置要綱

活
動

① 施設点検回数 回

②

総コスト（事業費＋人件費）と事業費の内訳

成
果

① 団体の施設利用回数（延べ） 団体

②

510 550
505 240 460 7
464 470

- 12 12
12 12 12 7
-

R3年度目標 最終目標
（実績） （実績） （見込み） （目標年度）

義務 市民活動に関する情報の提供や相談等を行う施設として、適切な維持管理を行い、活動指標の目標を達成することが
できた。しかし、新型コロナウイルス感染症による団体活動への影響等により、成果指標は達成することができなかった。義務と任意

任意

主な根拠法令等 指標名 単位 R1年度目標 R2年度目標

連携・協働 実 施 状 況
補助・助成

法令等の義務付け

ソフト事業
市民活動支援ステーション・シニア活動センターの維持管理

実 施 形 態
市単独事業
委託等

事 業 類 型 事 業 内 容 継続 】

基 本 分 類 事 業 概 要 ・ 実 施 結 果
総合計画 コ ー ド 目 指 す 目 的 成 果
4421,6413 市民活動団体や市民が市民活動支援ステーション・シニア活動センターを利用しやすいように、施設、備品が適切に維

持管理されている。

事務事業評価シート（対象：R３年度実施事務事業）

市民活動支援ステーション管理事業
部名/課名/係名 市民環境部 地域づくり支援課 市民活動支援係

受益者負担のあり方について見直す余地がある
その他

【今後の取組等】※その他にチェックした場合は、その内容も記入してください。
市民活動の拠点施設として、市民や市民活動団体の活動がサポートできるように、施設、備品の適切な維持管理等を行い、市民活動の
一層の活性化を図る。

総合判定 拡充 継続 縮小 休止・廃止

見直しの
余地

社会経済状況等の変化により、地域の課題や市民の需要に増減が見られる
民間委託や指定管理者制度、国や県の類似事業の活用、市民等との協働など、市の関与を見直す余地がある
サービスの対象、水準、内容について見直す余地がある
業務の進め方や手続き（業務プロセス）を改善する余地がある

３ 今 後 の 方 向 性 （必要性・有効性・効率性の観点から評価をしてください）

2,550 千円

人 件 費 1,939 1,939 1,893 千円

R1 R2 R3(見込み) 【財源内訳】一般財源2,550千円
【執行内訳】需要費250千円、役務費127千円
　　　　　　　 委託料283千円、使用料及び賃借料1,890千円事 業 費 2,485 2,487

総 計 4,424 4,426 4,443 千円

計画以上に実施できた おおむね計画どおりに実施できた 計画どおりに実施できなかった


